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レｰダｰで見た日本の地形竃

地質

山口靖･村岡洋文･長谷紘和(地殻熱部)

YasushiYAMAGUcm亘irofu血iMURAOKAHirkazuHAsE

1.はじめに

近年のリモｰトセンシング技術の発展は目ざましいも

のがある.テクノロジｰの急速な進歩によって新しい

センサｰの開発が可能となりこれまでは得られなかっ

たデｰタカミ入手できるようになってきた.ここで紹介

しようとする画像レｰダｰは1960年代から地表のマッ

ピングに使われるようになってきた技術であるが日本

列島のほぼ全域が画像レｰダｰによって撮像されたのは

これが初めてである･また通商産業省と科学技術庁

カミ昭相65年度に打ち上げを計画している地球資源衛星に

も画像レｰダｰが搭載される予定でありより高度なセ

ンサｰやデｰタ処理技術の研究開発が精力的に進められ

ている.

このような時期に日本全国のレｰダｰ画像が公開さ

れたことは(新エネノレギｰ総合開発機構1984)本来の目

的である地熱資源探査のためにはもちろんであるカミリ

モｰトセンシング技術の評価という面からも意義が大き

い.レｰダｰ画像は新エネルギｰ総合開発機構(NE

DO)が全国地熱資源総合調査の一環として取得したもの

である｡ここでは今回公開されたレｰダｰ画像の特

徴について簡単に述べ代表的ないくつかの画像例を示

して今後レｰダｰ画像を使われる方々の参考としたい.

リモｰトセンシングでは情報を得るための媒体とし

て電磁波を用いている.たと完ば空中写真やランド

サット衛星のMSS(Mu1tiSpe･t･･1S･･nner)は可視光

から赤外線にかけての領域(波長0.4～10μm)を対象とし

たものである.これに対して画像レｰダｰでは波長

1～30cm程度のマイクロ波を用いているので空中写

真やMSSとは違った特徴を有している.まず第1に

マイクロ波は雲を透過するためある程度まで天候に関

係なく地表面の撮像が行なえることかあげられる.雲

の全くないランドサットMSS画像の取得機会は特に

熱帯から温帯域では非常に少校いことを考えるとこれ

は大きな利点である.国土全域の空中写真がなかなか

得られない熱帯の国々ではレｰダｰ画像を地形図の代

わりにしている例もある､

第2にはレｰダｰが能動(a.tiY｡)方式であることに

よる利点がある.すなわちレｰダｰではアンチナカミ
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受信器であると同時に送信器でもあり地表に向けてア

ンテナから人工的にマイクロ波カミ照射される.このた

め調査対象地域への照射マイクロ波の方向や偏角だと

は調査目的に応じて設定することカミできる.これに

対して空中写真やMSSのように太陽光を照射源と

して対象物からの反射波を感知する受動(passive)方式

では得られる画像は撮像時刻における太陽の位置(方

位･高度)に依存することになる.

画像レｰダｰではSLAR(SideLookingAi.bome

Radar)という方式が採られている(第1図).すなわち

マイクロ波は航空機の下に取り付けられたアンテナか

ら航空機の進行方向に対して垂直た面内で側方斜め

下方に向けて扇形に発射される･そして航空機カミ飛行

しながらマイクロ波の発信受信を断続的に繰り返すこ

とによって幅Wの帯状の地域カミカバｰされてゆく.

画像レｰダｰには合成開口(Synth.ti.Ap｡｡tu｡｡)と実開

口(Rea1Aperture)という2方式があるカミ前者のほう

カミ技術的には進んだ方式であり衛星に搭載されるのは

すべて合成開口レｰダｰ(SAR)である.

NED0によるレｰダｰ撮像は1982年6月17目から

8月21目にかけて行われた.第2図に飛行測線を示す.

この図からわかるようにほぼ日本列島全域が撮像対象

と校っている.撮像時間はちょうど梅雨時と重なっ

てしまったが雲を透過するという利点を生かして作業

は順調に進められわずか2ケ月余で日本列島をカバｰ

してしまった.

援低調査を請負実施したのは米国ヒュｰストンに本
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第1表レｰダｰ撮像システム諸元

xバンド･レｰダｰ(HH方式)

周波数

波長

帯域幅

分散率

送信電力

受信機雑音指数

送信パルス

言已釜求ノくノレスI幅

分解能

方位分解能

距離分解能

記録デｰタ

2チャンネルで画像幅

グランド距離表示

���

約3㎝

��稀

15対1

50kw(ピｰク時)

�戀

1μS

O.06μs

全距離で10m

��

㌷�

杜をもつエアロサｰビス社である.撮像装置はグッ

ドイアｰエアロサｰビス社製のGEMS(G･･dy…E1･･←

ronicMapPingSystem:第1表)プラットフォｰムには

カラベノレ双発ジェット機が用いられた(第3図).使用

マイクロ波は波長約3cmのXバンド照射偏角は約10

～30｡地上分解能は約10～12m一側線当り･の撮像幅

は約37km(撮像高度12,000n･)である.撮像デｰタは

ホログラムとして記録され光学処理を経て縮尺40万分

の1で実画像化される一最終的には国土地理院の地

勢図に準拠した縮尺20万分の1のモザイク画像が作成さ

れた.使いやすさからいえば20万分の1モザイク画像

カミよいカミモザイク作成に要するプロセスを経ている分

だけ画質は劣っている･したカミつて狭い範囲を詳細

に検討しようとする場合には短冊状のストリップ画像

を使用したほうカ;よい.次章以下で示す画像の衣かに

は照射方向に直交する不自然な線カ況られることがあ

るがこれは隣接するストリップ画像をモザイクしたつ

なぎ目である.

侯型リモｰトセンシングであると言われている.しか

し帯電した積乱雲や著しく厚い雲からはマイクロ波

の散乱吸収などの影響を受けることがある.第4図

に示したのは雷雲によってデｰタの欠落を起こした例

で画像中央の部分が黒く流れたように欠けている.

こうした場合には再撮像が行われた.

2.2イメｰジウ才ツシュアウト

合成開口レｰダｰ(SAR)ではレｰダｰアンテナを常

に飛行方向に対して90｡方向に向ける必要がありこれ

は受信反射波のゼロドップラ方向によって決定制御さ

れる･しかし海域では海面での鏡面反射により反射

2.レｰダｰ画像の特徴

前章で述べたようにレｰダｰ画像はマイクロ波を

用いた能動方式のシステムによって援像されている.

したがって空中写真やランドサット画像とは異なった

いくつかの特徴を持っている.ここではそれらのう

ち地形･地質判読をする際に知っておいたほうがよいと

思われるいくかの特徴について述べることにする.

2.1雷雲による影響

画像レｰダｰは雲や雨による減衰が少狂いため全天

第3図カラベノレ双発ジェット機胴体の下にレｰダｰアンテナ

が見定る.

篇4図雷雲による影響の例島根県大江高山付近

(画像中の矢印は北方向を横棒は約5kmの長さを示

す･以下すべての画像についても同様､この画像は

西照射により撮像された).

地質ニュｰス373号�
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信号が得られないためアンテナ方向は多少の誤差を生

ずる.したカミって海域から陸域に入る境界部分では

この誤差を含んだ位相情報が記録されることがある.

その結果第5図に示したような不鮮明な画像となるこ

とがありこれをイメｰジウォッシュアウトと呼ぶ.

これはホログラムから実画像化する際に装置を調整

することによって画質の回復がある程度までは可能であ

る･また撮像コｰスを海域から陸域に入るのではな

く陸域から海域方向に抜けるように設定することによ

って回避することができる.

2.3陰影効果

画像レｰダｰが地質構造の解析に有効であるのは地

表面に対して低い偏角で照射されるマイクロ波が陰影

によって地形起伏を強調するからである.その反面

能動型センサｰである画像レｰダｰでは地形の形とな

る部分にはマイクロ波が全く照射されておらずしたカミ

って画像上で陰影となっている部分の情報は全く得るこ

とができない､つまり陰影は画像レｰダｰが能力を

発揮するために有効なものではあるが多すぎても情報

が失われて困るといった二面性を有しているわけである.

このため陰影の面積を決めるビｰム偏角の範囲の選択

が重要な意味を持ってくる･一般には直交する撮像

コｰスを設定するなど異なる照射方向からの撮像を行う

ことによって情報の得られない部分を減少させること

が行われる.

第6図に示した北アルプスの例では急峻な山々と深

第5図イメｰジウォッシュアウトの例鹿児島県甑島列島

のレｰダｰ画像(西照射)

1985年9月号

い谷のために陰影の占める面積の割合が特に大きくた

っている.この地域はこうした地形を考慮して通常

の28kmよりも狭い側線間隔で撮像されておりnear

｢ange(第1図参照)の記録が優先的に用いられる.こ

のため20万分の1モザイク画像作成の際にはここに

示した部分は使用されてい校い.

2.4コｰナｰリフレクタ

建物や道路だとの人工構造物の表面は自然の地形と

比べてはるかに平坦でありしかもマイクロ波に対して

はほぼ完全な鏡面としてふるまう.これらの2つの面

が直角に組み合わさってコｰナｰを作ったとき2面

の交線に直角にレｰダｰビｰムが照射されるとビｰムの

大部分が反射されアンテナに戻ることになり画像上

には非常に輝度の高い明点として現われる.これをコ

ｰナｰリフレクタと呼ぶ.市街地にはコｰナｰリフレ

クタが無数に存在するためグラビア写真4の例のよう

に名寄市風連町士別市などの市街地が周囲の田畑

や山林とは著しい対照をなして明るい格子状に見えてい

る.また名寄盆地内のビｰム方向に直交する道路や

水路鉄道の線路も輝度の高い明るい線となっている.

第6図陰影の例北アルプス薬師岳周辺のレｰダｰ画像

(酉照射).�
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第7図レンジアンビギュイティの例名古屋港沖の伊

勢湾にカスリ模様状のノイズが現われている

(酉照射画像).

2.5レンジアンビキュイテ.イ

人工構造物などによるコｰナｰリフレクタの集合が撮

像範囲の遠方に存在するとそれからの強い反射信号カミ

1パルス繰返し周期分遅れて撮像範囲からの次のパル

スの反射波に混入し画像上にノイズとなって現われる

ことがある.この現象をレンジアンビギュイティと呼

ぶ･レンジアンビギュイティの起こる距離Rはマイ

クロ波のパルス繰返し周波数Pカミ1,351.1Hzマイクロ

波の速度｡が299,923-8km/secであるからR=c/2P

=111kmとなる.第7図の例では約100km西方の

京都市街からの反射波によって嚢I名古屋港沖にカスリ紋

様状のノイズが生じている一このように海上の場合は

明瞭であるカミ山地の陰影の中にときどき見えるカスリ

紋様のよう放パタｰンにもレンジアンビギュイテイに

よるものがある.レンジアンビギュイティはレｰダ

ｰの性質上回避できない.

2,6照射方向の効果

画像レｰダｰに限らず空中写真やランドサット画像に

もあてはまることであるカミ地表面からの電磁波の反射

を捕えて画像化するときには電磁波の照射方向によっ

て得られる画像情報に差異カミ生ずる.とくに照射波カミ

低偏角のレｰダｰ画像の場合陰影効果によって微細な

地形起伏カミ強調されるという利点もあるカミその反面で

陰影による方向性を持った選択的な強調効果カミ強く生ず

る.その結果画像上での地形的特徴の判読のしやすさ

が照射方向の違いによって著しく変化する｡

グラビア写真6は同一地域について直交する2方向

から撮像された画像の例である.照射方向が異なると

同じ地域であってもかなり異放った印象の画像となるの

がわかるであろう.たとえばこの地域には画像の中

(西照射)
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策9図分岐状鉤形砂し北海道野付崎のレｰダｰ画像(東照

射)

夫やや東側を南北に縦断して活断層である丹那断層が

延びているが酉照射の画像では丹那断層の位置は明瞭

であるのに北照射の画像でははっきりしない･これ

はMacDona1deta1.(1969)が指摘したように一般

に照射方向に平行な地質構造は判読しにくいことによる一

また日本のように細かい山ひだが発達する地域では

照射波と地形との間の幾何学的な関係により照射波に

対して20～30｡方向を狂す直線的な谷カミリニアメント

として強調されやすい傾向がある(山口,1984)･した

がってリニアメントの方向別頻度分布などを取り扱う

際にはこうした方向性のある選択的強調効果に十分留

意する必要カミある.

3.いくつかの画像例

第10図離水サンゴ礁沖縄県久米島のレｰダｰ画像(北西照射)

1985年9月号

3.て砂噴および砂州:サロマ湖野付岬

“沿岸流によって運ばれてきた砂礫が岬や半島から海

へ細長く突き出た砂礫の州"を砂購と呼びそのなかで

も湾または入江をほとんど閉塞するものを砂州とい

う.

第8図の画像は日本最大の汽水湖であるサロマ湖で

あるカミ延長約30k㎜の砂州によってオホｰツク海と境

されている｡このような湖を潟(ラグｰン)という一

砂州の幅は200～700mあり高さは最高16血である(黒

田･寺岡,1964).中央やや東側では砂州カミ2帝の砂

丘からなっているのが読み取れる.第9図は分岐状

鉤形砂しの典型として有名な野付崎である.知床半島

と国後島の間を通ってきた北東方向からの波浪は'野付

崎以北約20kmの海岸を侵食し多量の砂礫を供給して

いる.この砂礫は南東方向への沿岸流によ?て運搬

され野付崎付近に堆積しつづけ南東方向に延びた砂

曙を形成した一また分岐の形成については海水準

の変動に対応すると考えられている(高野,ユ978).画

像上では砂曙を構成する高さ数㎜以下の浜堤が判読で

きる.外洋沿いにほぼ等間隔で並ぶ明るい点列は地

形図によれば人工構造物である.

3.2離水サンゴ礁:久米島沖永良部島

離水サンゴ礁とは海水面直下で形成されたサンゴ礁

第!1図離水サンゴ礁鹿児島沖永良部島のレｰダｰ画像

(北酉照射)�
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カミその後の海水準の低下によって離水し海面よりも

高いところにとり残されたものである.わカミ国では

琉球列島に顕著に発達しており第四紀の海水準変動を

解明するうえで貴重な情報を提供している.第10図の

画像では久米島の東側に延長約15k皿におよぶ鉤状の

離水サンゴが発達する.その南側にほぼ平行して断続

的に見えているのは砂隣である(中川･村上,1975)･

また島の西側にもラグｰンを抱いた離水サンゴ礁カミ見

られるがこれを形成した約4,000年前の海水準は現

在よりもおよそ2.5m高かったと考えられている(TA･

KAHAsHIandK0BA,1977).第11図は沖永良部島で

ある･島の西半部に同心円状の構造を読みとること

ができる.これは古生界の基盤岩を中心としてそ

の周囲を更新世の隆起サンゴ礁堆積物(琉球層群)カミ取り

囲むようすを示している(中川,1972)･

3.3火山および地薮地帯

(･)富士山

富士火山は典型的な円錐火山であり山頂からその

広い山麓への断面は美しい指数曲線を示している.グ

ラビア写真1でわかるように溶岩流からなる広い平坦

な裾野がみごとである.しかし放がらこの美しい外

形の下には3つの複合した火山体が存在することが明

らかにされている(TSUYA,1935).また滑らかな火

山表面上には数多くの側火山が突起しているのが明瞭

に読みとれる.I第12図に側火山の分布を示してあるカミ

これらの山頂火口からえた方向別頻度分布はN35.W

方向に著しい集中が認められすくなくとも最近1万年

間程度の間はN35.W･水平方向に平均的な圧縮応力軸

があるような応力場が存在していたと考えられている

(中村,1969)･

(b)八甲田山

第13図の画像中には北八甲田火山南八甲田火山

八甲田カノレデラなどカミ見られる(第14図参照).八甲田

カノレデラは八甲田溶結凝灰岩の噴出により形成された

クレｰタｰレｰク型カルデラで地形的に明瞭なのはカ

ルデラ北東縁のみにすぎない｡このため従来カルデ

ラ南西縁はその後の侵食や中央火口丘の活動によって

原形を失ったものと考えられてきた.この場合北八

甲田火山は中央火口丘であり南八甲田火山の活動時期

はこれより若干古いものの八甲田溶結凝灰岩の噴出後

とするのカミｰ般的な見方であった.しかし本画像お

よび同じ地域の“西方視"画像からは北八甲田火山の

火口や溶岩流が明瞭であるのに比べ南八甲田火山は山

体の開析程度が著しいことカミわかる.第14図に示すよ

うに八甲田火山周辺には八甲田溶結凝灰岩の成す火砕

台地か広く認められ北八甲田火山の溶岩流はこの台地

上に流れた様子を示すカミ南八甲田火山の裾野はこの台

地となめらかな境界をもち標高800m前後の所まで火

砕流堆積物に埋められた様子を示す･このことから

南八甲田火山は八甲目ヨ溶結凝灰岩の噴出前に活動した先

カルデラ火山であることが推定され現地調査からもこ

の推定が証明された(村岡他,1983).従って南八甲

亀
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争｡

怒

千㍉

｣｣一㍗

第12図富士山の側火山分布(TsUYA,1943)

グラビア写真1参照

第13図八甲田山周辺のレｰダｰ画像(北照射)
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第14図八甲田山周辺のレｰダｰ画像判読図(村岡他,1983)

田火山は八甲田カルデラの南西縁そのものである.な

お八甲田火山にみられる火口の南北配列は広域応力場

から期待される方向と異なっており火山基盤中に潜在

する榴曲軸または断層を反映している可能性が強い.

(･)霧島山

霧島火山は20以上の火山の集合からなっている.

グラビア写真2に見られるように直径200～1,000mの

多数の火口群が全体としてNW-SE方向に配列してい

るのが読みとれる･さらに霧島火山の北酉側には加

第15図登別周辺のレｰダｰ画像(酉照射)右下の湖は倶多

楽湖.

1985年9月号

第16図平行岩脈群広島江田島周辺のレｰダｰ画像(西照射)�
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第17図秋困県七座背斜周辺の地質図(伊藤,1台77)一一グラビア写真5参照.
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久藤カルデラ(有岡,1957)の存在が知られているカミ画

像上ではその西半部のみが地形的に明瞭である･カル

デラ縁の南西部にはNE-SW方向のリニアメントが多

数判読できる.また霧島火山南方の国分市周辺には

入戸火砕流堆積物の形成する平坦面が発達しており注

意深く観察するとその上に作られた鹿月島空港の滑走路

も見つけ出せるであろう.

霧島火山周辺では地熱資源の探査が行われている･

(d)登別周辺

室蘭の北東20kmに位置するこの火山地域は第15図

画像南端を経て内浦湾に注ぐ長流川千歳川毛散生川

等による開析カ澗始されているカミ全般に原地形カミよく

保存されている･本地域の最下部層を構成する先第三

紀層(スレｰト輝緑凝灰岩)は南東部に小規模窓状に分

布するが画像上で特徴があらわれる程分布域は大きく

ない.

画像上では侵食されずに残っている鮮新世から更新

世の平坦放火砕流台地が滑らかな肌理を示すのに対し

侵食カミ進むにつれて一次の沢カミ急速に発達するように在

る.いっぽうこのよう狂樹枝状の一次の沢が形成す

る細かい流系パタｰンとは異なり凹凸の多い不規則侵

食パタｰン(例えば西縁部)は地すべりによる原岩の移動

とその後の侵食活動との組み合わせによるものと思わ

れる.北東部に位置する域内の最高峰ボロホロ山

(1,322.4㎜)を中心に放射状に発達する谷地形は谷頭部

での侵食量が大きく谷幅は中～下流で狭くなっている.

これは谷頭部における地すべりまたは泥流の発達カミ大き

かったことを示すものでその要因としては地熱活動

を考えることもできる.火山･地熱性の大規模な地す

べり地形は中央部のオロフレ岳周辺にも顕著である･

はんけい

本地域内には登別北湯沢蠕渓など泉温80℃以上

の温泉カノレノレス弁景など泉温60℃～8ぴCの温泉が

知られ北海道を代表する地熱･温泉地域のひとつであ

る.

3.4花闇岩地域:屋久島

花嗣岩類からなる岩体中にはしばしば系統的な断裂

系が発達している.グラビア写真3に示した屋久島地

域は周縁部には古第三紀の四万十層灘の砂岩泥岩が分

布しているものの島の大部分は新第三紀中新世の花闇

岩類からなり非常に急峻な山地を形成している･画

像上ではNE-SWおよびNW-SE方向のほぼ直交する

2系統のリニアメントカミ多数判読される｡これらのリ

ニアメントは屋久島花開岩分布地域に顕著に発達する

格子状の水系や鞍部の直線的配列などに対応したもので

1985年9月号

ありそのようにして地形に表現された花開岩中の系統

的な断裂系の存在を示している.この2方向の断裂系

の成因については花商岩の冷却後に起こった四万十帯

の広域的な隆起･削剥によって島弧に直交する方向に

最小圧縮主応力軸平行な方向に中間圧縮主応力軸カミ配

置するような広域的な引張り応力場が地下比較的浅所に

生じたためであると考えられている(茂野,1980)･ま

たこれらの系統的断裂系の頻度と画像分解能の関係に

ついてレｰダｰ画像ランドサット画像空中写真によ

る解析結果を比較検討した研究例カミある(山口･長谷,

1983)､

3.5平行岩脈群:広島県江田島

呉市周辺の画像地域(第16図)には花開岩類や流紋

岩類だと白亜紀火成岩類が広く分布している･例えば

江田島のやや低い山地の細かな開析パタｰンは前者の岩

相を呉市東方の高い山地の大柄な開析パタｰンは後者

の岩相を表している.

他方注目されるのは能美島付近における南北性の陰

影の縞紋様である.その形態は一見ケスタ地形に似て

いるが山稜両斜面の幅が一定の比率にならない点で異な

っておりむしろ一定幅の山稜間に不定幅の谷地帯カミは

さまれていることを特徴とする.本地形はこの特徴

や地質状況からみておそらくマサ化した花開岩類の分

布域にモナノドック状に残った平行岩脈群を表すのであ

ろう.事実音戸の瀬戸や江田島付近ではN-S性な

いしNE-SW性の岩脈群が含角閃石花岡閃緑岩を貫き

音戸岩脈群として知られている(吉田,1962).岩脈は

いずれも含角閃石一黒雲母花闇斑岩である･画像の東

半に当る地域については最近5万分の1地質図幅r呉｣

が公表され岩脈群についても最近の調査結果が示され

ている(東天地,1985).第16図西半の能美島中央部に

は南北方向に長軸をもつ特異な地形配列がレｰダｰ画像

上に明瞭に示され岩脈灘の発達が容易に読みとれる･

それら岩脈の幅は100mのオｰダｰと推定されその南

北性の走向は瀬戸内海沿岸の花開岩体に随伴する岩脈の

広域的卓越方向(横山地,1976)に調和的である.なお

ここでは一応平行岩脈群と解したか例えば音戸町付

近(図中央下部)に収束点をもつ放射状岩脈群である可能

性も残されているので検討を要す.

3.6摺曲構造･秋田県七座背斜

秋田県八郎潟の北東約30kmに位置する本地域は東

北目本北部における広域的な東西方向の圧縮応力場の下

で南北に長軸をもつ榴曲構造が発達する場所である･

これらの榴曲構造が最もよく地形に反映されている一例�
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として七座背斜構造をあげることができる.背斜構造

はそのほぼ中央部を東西に屈曲しながら西流して日本

海に注ぐ米代川により南北に両断される.背斜構造

の地形的特徴は南半のブロックにおいて顕著である.

背斜軸の両翼に発達するケスタ地形は本地域を構成す

る第三紀中新世後期の黒色泥岩と厚い軽石凝灰岩との差

別侵食に大きく因っている一

グラビア写真5に示すレｰダｰ画像はnearrange

(第1図参照)でありマイクロ波の照射偏角は20数度で

ある･他方背斜西翼の山体の傾斜は地層の傾斜角と

近似的であり偏角とほぼ同角度を示す･この様な状

況下ではマイクロ波の被照射面のみの情報が輝度の高い

部分として記録され他の斜面はレｰダ陰影と校るか

(倍角<斜面傾斜角)被照射面が輝度の高い直線上に表現

され他の斜面の情報のみが画像上に表現される(備1角

=斜非傾斜角)場合が生じることが考えられる.このよ

うな観点から本地域はレｰダｰ画像の詳細評価のため

の好モデル地域を提供しているといえる.

本地域の地質地質構造についてはこれまでにも詳細

注研究カミなされており第17図に伊藤(1977)による地

質図を示した.

4.おわリに

NEDOから公表されたレｰダｰ画像についてその

特徴といくつかの例について紹介してきた.このよう

な新しいデｰタを取り扱う際に特に注意しなくてはな

らないのはそのデｰタのもつ有効性と限界を正しく把

握することである.レｰダｰ画像に過大な期待をいだ

き地質構造カミすべてわかると考える人カミいるがこう

いう人はレｰダｰ画像を実際に見たときに一種の失

望を感じるかもしれない.反対にはじめからレｰダ

ｰ画像校とは役に立たないと決めてかかる人もいるが

これも誤りである.レｰダｰ画像の利点は全天侯で

の撮像能力の他にも広域概観性(Syn.pti.view)や低

偏角照射での地形強調効果などがありそれらをよく認

識したうえで使えば十分に役立つ情報が得られるはず

である.NEDOのレｰダｰ画像は貴重校公表デｰ

タでありなるべく多くの方々カミ有効に使われることを

祈っている｡
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